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2．SPH事業への取組
　文部科学省では，平成 26 年度から，社会の
変化や産業の動向等に対応した高度な知識・技
能を身に付け，社会の第一線で活躍できる専門
的職業人を育成するため，先進的な卓越した取
組を行う専門高校を指定する「スーパー・プロ
フェッショナル・ハイスクール（SPH）」事業
を開始した。本校は，平成 27 年度から 3年間，

3．主な取組内容
⑴　木造住宅の耐震構造に関する研究
　建築デザイン科では，宇都宮大学と共同研究
を行い，本校の起震装置を使って，その上に木
造住宅モデルを建造し，耐震実験を実施し，建
築物の耐震性に関する研究を行った。
⑵　伝統技法に関する研究
　建築デザイン科では，「鹿沼組子による耐力
壁」の強度について栃木県林業センターで試験
を行い，理想的な耐力壁の製作に向けた研究を
行った。 

⑶　ITを活用した土木施工法の研究
　環境土木科では，IT（情報技術）を活用した
土木施工法に焦点を当てた研究を行った。その

世界に羽ばたくグローバルエンジニアを目指して
―「木造建築物の耐震実験」と「美観を備えた耐力壁の開発」―
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図1　本校の全景

図2　研究のイメージ

生徒が主体性を発揮し，広い視野を持ち，高い
レベルの技術・技能を身に付けることにより，
日本のみならず国際的に活躍できる「次世代を
担うグローバルエンジニアの育成」を研究の目
的として，文部科学省より研究指定を受けた。

1．はじめに
　本校は，大正 12 年 4 月に栃木県立宇都宮工
業学校として宇都宮市中心部に開校し，今年で
94 周年を迎えた。設立当初は「土木科・建築科・
木工科」の 3科でスタートした。
　平成 23 年度には新しいタイプの工業高校（科
学技術高校）として，同市雀宮町の新校舎に全
面移転した。現在，全日制は機械システム系（機
械科，電子機械科），電気情報システム系（電気
科，電子情報科），建築デザイン系（建築デザイ
ン科），環境建設システム系（環境設備科，環境
土木科）の4系7学科8学級が設置されている。
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・異物感知システム
（アスカカンパニー株式会社）

　食料品パッケージのプラスチック成型をする
上で，異物の混入が企業への信頼に与える影響
が大きい。それに対応して，工場内での虫の侵
入個体数，経路，頻発時間等が判明することで
防虫対策がとれるのではないかという観点か
ら，虫に特化した監視システムの構築に取り組
んでいる。設置した場所において 24 時間単位
時間当たりの虫（異物）のカウントをおこない，
分析に役立てるデータの収集・集計を目指す。
現在，企業工場内に実験装置を設置し継続的に
画像の提供を受け，プログラムの調整を実施し
ている。また，定期的に来校いただき，経過報
告と技術的助言をいただいている。

7．まとめ
　本校がものづくり教育に知的財産教育の考え
を取り入れて 6年が経過した。生徒が自ら課題
を発見し，考え，解決する自立型人材の育成が
継続的にできる状況になってきた。また，地域
にも協力していただける団体が増えてきてお
り，様々な連携を実施することができている状
況である。このような取組の中で，生徒にとっ
て学校という枠を超えた新たな学びになり，実
践的課題解決力が育っている。コンテストに関
しても，昨年度はパテントコンテストにおいて，
主催者賞 1件及び優秀賞 3件，デザインパテン
トコンテストにおいては 1件の表彰を受けた。
今年度はデザインパテントコンテストにおいて
優秀賞 2件の表彰が決まった。さらに学校とし
て，商品開発や特許出願等に係る実践的学習を
評価いただき，文部科学省技術・政策局長賞を
受賞することとなった。この取組を始めて，地
元企業において，リーダーとなれる人材を育成
できるようになっている。今後も継続してより
高度な人材育成を目指していきたい。また，本
教育活動が生徒の主体的・実践的学びの一例と
して教育現場の参考になればと願う。

図 7 CAD 図面（左）・卓上インテリア（右）

図 8　企業の方への経過報告

図 10　平成 28 年度パテントコンテスト表彰式

図 9　異物判別画像（上）・プログラム結果（下）

により，ステンレス薄板をレーザー加工機で加
工し，卓上の置物を製作する（図 7）。このプ
ロジェクトを活用して，企業の技術力の発信と
地域特産品の広報を実施する。また，卓上の置
物にペン立て等の役割を持たせ，設計すること
により新たな発想力，創造力を育成し，組み立
ての要素を入れ，製図等の技術・知識の実践も
図る。
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⑸　外国語（英語）活用能力に関する取組
　留学生（大学院生と大学生）による英語の講
義，「課題研究」の英語による発表，外部講師
による英語講座，海外留学経験生徒による発表
会などを実施した。
⑹　起業家精神育成への取組
　起業家精神育成事業への取組として，ビジネ
スプランと知的財産権に関する講義を実施し

⑻　主体的・対話的で深い学びの充実
　「主体的・対話的で深い学びの充実」に向けて，
アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた授

図6　「アイディアの発想法」を学ぶ

図3　「実習」情報化施工

結果，精度の高い掘削溝が，高度な技術がなく
ても容易にできることが分かった。

図4　「建築大工」部門に出場

図7　「パルロ」が中学生に説明する

図5　留学生による英語の講義

⑷　「技能五輪全国大会」出場
　本校生が，「技能五輪全国大会」に 3年連続
出場を果たした。H 27 には，県内初の高校生
出場として「配管」に1名出場した。H 28には，
「配管」に 2名出場し，県内初の高校生入賞を
果たした。また「建築大工」には，県内初の女
子高生として1名出場した。H 29には，「配管」
に 1名，「建築大工」に 2名出場した。

た。また，「校内パテントコンテスト」を実施
した。
⑺　知能化ロボットに関する取組
　電子機械科では，AI（人工知能）の研究を始
めるために，「パルロ」を導入した。課題研究
などにおいて，AIやロボット，またその活用
方法について調査・研究を行っている。
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　2 年目は，最新の耐震技術を学ぶため，世界
でも高い技術力を誇る積水ハウスの研究施設を
見学した。また，本校の施設を活用した耐震の
研究を行うため，宇都宮大学に協力を依頼し，
2軸加振振動台装置（以下，振動台）を用いた
木造建築に関する耐震についての講義を受け，
実際に振動台実験を行った。そこでは，アルミ

　この実践を通して，自分たちで結果を予測す
ること，予測通りにならなかった理由を考える
こと，そして課題を全員で解決し検討すること
などから，発想力や協調性を身に付けることが
できた。また，振動台を用いて建築物の耐震性
に関する研究を行い，知識や技術をより深める
ことができた。
⑵　伝統技法に関する研究
　～鹿沼組子を取り入れた耐力壁の開発～
　「伝統技法」に関する研究では，日光東照宮
等の歴史的建造物に用いられている装飾技法の
一つとして発展してきた，細い木材を複雑に組
み込んで作られる「鹿沼組子」に着目した。こ

図10　振動装置（積水ハウス）

図8　「実習」（電気工事）の様子

図11　建築物の振動に関する講義

図9　木造建築に関する講義

業の展開を，工業各科の実習で行った。
　電気科では，「電気工事」を 4人一組でチー
ムを編成し，話し合いながら問題を解決する様
子が見られた。

4．「建築デザイン科」の特徴ある取組
⑴　大学との共同研究
　～木造住宅の耐震構造に関する研究～
　研究 1年目は，木造建築に関する基礎的な知
識や技術について学ぶため，宇都宮大学に協力
を依頼し，大学に赴き，実際に大学の先生から
講義をしていただいた。また，大学の各施設等
についても見学させていただき，大学教育の意
義や役割等についても学ぶことができた。

材を用いた建物に見立てた縮小模型を製作し，
建物の揺れ方について研究を進めた。
　3年目は，実際の建物に用いられる寸法の材
料を用いて試験体を製作し，振動台を用いて，
実大振動実験を行った。
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れは，主に建物の建具等の仕上げ材に取り入れ
られているもので，この建築技法を耐力壁に応
用できないかと考え，耐力性と美観を兼ね備え
た「耐力壁」の開発に挑戦した。地域の企業に
協力していただき，指導を受け，自分たちで壁
のデザインを考えた。そして，壁の強さを調べ
るため，栃木県林業センターに協力を依頼し，
静的破壊試験を実施した。試験結果を元に，目
標の強度になるまで，壁の細部までを見直しな
がら，何度も試験体を製作し，試験を実施した。
理想的な耐力壁ができていく中で，私たちが設
計した壁が実際の建築現場に採用されることに
なった。今後は，「国土交通大臣の耐力壁認定」
に向けて取り組み，認定後は国内，そして世界
へと美観と強度に優れた耐力壁を提供したいと

考えている。
　これらの実践のなかで，目標の強度になるま
で，デザインや構造を何度も修正し，20 体以上
の耐力壁を製作したことが一番大変であった。
本県に伝わる伝統技法を「継承し，さらに発展
させていくことの重要性」を痛感するとともに，
自分たちが設計製作した壁が建築現場で採用さ
れ，お客様に喜んでいただけたことから「もの
づくりの喜び」を感じた。

5．成果と改善の方向性
　3 年間の研究を通して，建築物の「耐震性」
や「伝統技法」について考え，通常の授業では
学ぶことのできない，より高い知識や技術を身
に付けることができた。また，繰り返し実験を
行うことで，よりよい方法等を様々な角度で考
える力や，他の生徒や先生・講師の方々の考え
や意見をまとめる力を身に付けることができ
た。各実験では，試行錯誤の結果，最終的に自
分たちが設定した値に近づけることができた。
　東日本大震災を経験し，熊本地震では改めて
地震の驚異を実感した。現在，建築素材のなか
でも天然素材である木材を用いた建物は，世界
でも大きく注目されている。そして，より耐震
性の高い安全な建物が，今後さらに強く求めら
れていく。
　今後，この研究を後輩に引き継ぎ，SPH 事
業で経験した多くのことを活かして，世界に羽
ばたく技術と知識を持ったグローバルエンジニ
アになれるよう，広い視野を持ち続け，国際社
会に貢献できる技術力や，新たな創造に果敢に
挑戦していける逞しさを身に付けることを継続
し，地元地域だけではなく，技術立国日本の振
興・発展に寄与していきたい。

図12　組子壁製作の様子

図13　組子壁採用建築と施主様
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